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１ 前回会議までの振り返り



個別計画
との関係

保健福祉分野に関する個別計画が持つ個別・専門的な考え
方や取り組みを総合的に横につなぐ計画

位置づけ

社会福祉法第107条に規定する行政計画
「以和貴まちづくり基本条例」の「様々な主体が共に地域の課題解決に取り組む」という

理念を基本とした福祉分野の総合計画（上位計画）

【地域福祉計画の位置づけと個別計画との関連】
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地域福祉計画
※成年後見制度利用促進計画を含む

共
通
す
る
事
項

連携

1

現行のいわき市地域福祉計画の概要

1 前回会議までの振り返り



計画期間

令和９年度を始期とした計画とし、R7～R8年度の２ヵ年で策定

❶ 現行計画と同様に６年の計画期間とする
主な関連計画と計画期間を合わせて推進できる等

❷ そもそも計画期間を設定しない
状況変化に応じて柔軟に見直せる／名称を「ビジョン・方針」とする等

1 前回会議までの振り返り

2

新たな地域福祉計画策定に向けた方向性・ポイント



計画構成

1 前回会議までの振り返り

3

新たな地域福祉計画策定に向けた方向性・ポイント

・ 現行計画は100ページのボリュームで文字量も多く、読んでいただ
けるものにはなっていないため、すべてにおいてわかりやすい・伝わ
る表現に工夫しつつ、文字量を制限し、可能な限り全体ボリューム
を減らす。

 

  分野別の現状分析・課題・具体的な事業等の掲載は各個別計画に
（個別計画の詳細内容を知りたい方向けに“QRコード”を掲載する等の工夫）

  アンケート結果/パブコメ結果/検討経過等は資料編として別に集約

・ 市民・事業者等と共有することを念頭に、各主体の役割（市民/自
治会/関係団体/事業者/行政/社会福祉協議会等）を記載

計画名称・章立て・文章などは伝わる表現に
市民・事業者等と共有することを意識した「伝わる・活きる」計画に



地域共生
社会

1 前回会議までの振り返り

4

新たな地域福祉計画策定に向けた方向性・ポイント

現行計画でも「住み慣れた地域で共に生き、支え合い、誰もが安心して、
健康で自分らしく暮らせるまちいわき」の基本理念のもと、「地域共生社
会」の実現に向けて関連施策を推進

・ 新たな計画では、地域共生社会の実現に向けた考え方や方向性につ

いて、計画の基本的な考え方（この計画で目指すもの）の 「基本理
念」や「基本目標」、「取り組みの方向性」などを中心に落とし込ん
でいく。



計画推進
のしくみ

1 前回会議までの振り返り

5

新たな地域福祉計画策定に向けた方向性・ポイント

分野別の個別計画に基づく施策が効果的・効率的に推進されるよう、上位

計画として、取り組みの方向性等を明確にする計画に（個別施策は
位置付けない）

・ 個別の取組・事業等については、各個別計画において点検・評価を
行い推進
・ 新たな試みとして目指すべき指標（例：しあわせ調査の「幸せ度6.61
点 7.0点」、「暮らしの満足度5.85点 6.0点」等）を設けることなどを
検討
・ 地域共生社会の実現に向けたいわき市のスタンスや、市民１人ひとり
のアクション（行動）などを掲載する「（仮）地域共生アクションプラン」
を作成



反映・連
携する関
連計画

1 前回会議までの振り返り

6

新たな地域福祉計画策定に向けた方向性・ポイント

重層的支援体制整備事業実施計画 （保健福祉課／単独作成済・未反映）
成年後見制度利用促進計画 （保健福祉課／現行計画に考え方等を反映済）
再犯防止推進計画 （保健福祉課／未作成）
地域福祉活動計画 （いわき市社会福祉協議会／単独作成中・連携） 等

・ 反映・連携の方法等については、担当部門と協議のうえ、今後検討
していく。
（個別に作成し連携を図る計画とするのか、地域福祉計画に考え方等
を掲載する計画でいいのかなどを整理）



〇 アンケート結果の総括（まとめ）

１ 地域活動の活性化 >> 「地域福祉計画」 ／ 「(仮)地域共生アクションプラン」

２ 情報発信の強化 >> 「地区保健福祉センター（包括的相談）」 ／ 「行動つながる情報発信」

市民の多くは、必要な福祉サービスの情報を、広報誌やインターネット・SNSなど、様々なツールを用いて入手している。

一方で、必要な情報を得られず、相談先がわからないといった層も存在することから、気軽に相談できるよう相談窓口を明
確にするとともに、必要な情報を正しく周知するため、対象者に応じて広報手段を工夫するなど、より一層の情報発信の強化に
努める必要がある。
また、成年後見制度や再犯防止など、今後重要となる取り組みについて、市民への周知が不十分であることから、さらなる周知啓発が
必要である。

現在、地域では、近所付き合いの希薄化が進むとともに、地域活動への関心が低い状況にあることが見受けられる。一方で、多くの方

が、地域の福祉を良くするためには、住民が行政に協力する必要があると認識しており、実際に協力できると考えている。
このため、より多くの方が地域活動に参加できるよう、個々のライフスタイルに応じた柔軟な協力体制に配慮するなど、地域住民が
互いに協力し、助け合える地域社会づくりに取り組む必要がある。
特に、災害時における地域での適切な支援体制を作っていくことが重要である。

1 前回会議までの振り返り

7

地域福祉に関するアンケート調査結果（地域福祉計画策定にむけた基礎調査）



1 前回会議までの振り返り 地域福祉計画のフレーム案

第１章 計画の概要（この計画ってどんなもの？）

１ 計画の目的（策定の背景・趣旨等）
２ 計画の位置づけ（関連計画との関係性を視覚化）
３ 計画期間（関連計画の期間とともに視覚化）
４ 策定体制（推進会議/アンケート調査/パブコメ/団体ヒアリング等）
５ 地域福祉・地域共生社会について（概要等）

第２章 計画の基本的な考え方（この計画で目指すもの）

１ 基本理念（要検討/現行の理念を継承するか、リニューアルするか等）

２ 基本目標（要検討/基本理念等を踏まえて整理）

３ 計画体系（要検討/基本理念・基本目標等を踏まえて整理）
・ 計画の全体像として「基本理念」「基本目標」「施策の方向性」のイメージ図

（現行計画の基本目標）

１ 共に生きる社会をつくるために
２ 支え合い、誰もが安心できる地域をつくるために
３ 健康で自分らしい暮らしをつくるために

（現行計画の基本理念） 

『住み慣れた地域で共に生き、支え合い、誰もが安心して、
健康で自分らしく暮らせるまち いわき』

基本目標１ 共に生きる社会をつくるために ７施策

①本人の意思の尊重②子ども・子育て支援の充実③高齢者福祉の充実
④障がい者福祉の充実⑤生活困窮対策の充実⑥社会的孤立対策の充実
⑦多文化との共生

基本目標２ 支え合い、誰もが安心できる地域をつくるために 10施策

①福祉意識の醸成②地域福祉の担い手づくり③福祉ボランティア活動推進
④見守り支援体制⑤虐待防止体制⑥相談・支援機関ネットワーク強化
⑦避難行動要支援者支援制度⑧防犯対策⑨交通手段や住まいの確保
⑩権利擁護・成年後見の充実

基本目標３ 健康で自分らしい暮らしをつくるために ３施策

①健康づくりの推進②保健医療体制の充実
③産業、教育などの保健福祉以外の様々な分野との協働

第３章 施策の方向性（この計画で取り組むこと）

・ 基本目標を実現するための施策の方向性を記載（要検討/方向性のみ記載）

第４章 計画の推進（この計画の進め方）

・ 推進方法（各主体の役割等）/進行管理（計画の見直し等）

資料編（別冊）

・ 会議の概要・検討経過/アンケート・パブコメ結果詳細/用語集等
8



1 前回会議までの振り返り (仮)地域共生アクションプランのフレーム案

１ いわきの地域共生が目指すもの

① アクションプランのねらいとは？（アクションプランの紹介、なぜアクションプランをつくったのか等）
② いわきの地域共生が目指すところ（いわきの地域共生”＆”の紹介）
③ アクションプランの使い方

2 アクション（１人ひとりの行動）

（例）

私ができること

私は○○できる！

（例）

誰かとできること

一緒に○○しよう！

（例）

声をあげること

○○してほしい！

３ 地域の活動団体の紹介

委員の皆さまのご紹介、地域の活動団体 などを想定
9



3/19（木）会議における主なご提案等

区分 主なご提案 対応案

指標の設定 ・市民も地域福祉の推進に参加していく機運を高めるメッ
セージとして、ボランティア参加数などのような指標を設定
するのはどうか。
・幸せ度や暮らし満足度は、福祉に限らず幅広い要素が加
わって回答していると思う。
・計画期間を設けないならば、定期的に評価できる具体的な
指標でもいいのではないか。
・全体の幸せ度などの総論のデータも大事だが、個別具体な
データも大事だと感じる。

・KGI（重要目標達成指標）ではなく、
成果指標として３つの基本目標ごと
に設定（別紙たたき台P19）

１人ひとり
の行動に
つながる
仕組み

・今後、関係者が連携して地域でどうやって仕組みをつくっ
ていくのかなどを見える形にしていくことが必要。
・サッカーやスタジアム、認知症など分野を超えた様々な切り
口で地域福祉計画を考えていただくとより多くの市民に伝
わり、行動につながるのではないか。

・今後、（仮）地域共生アクションプラ
ンで検討
・様々な取組みなどを通した情報発
信を検討

［地域福祉計画に関して］
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２ 現時点の地域福祉計画について 別紙

※ お手元の「資料２別紙：いわき市地域共生ビジョン（たたき台）」をご覧ください。



本日の協議のポイント

ページ 区分 協議ポイント

P7
2040年を
見据えた課題

2040年には、どんな課題が考えられるのか、その課題に向けてどういった姿勢で立ち向かう必
要があるのかを記載

P7
2040年に
向けたビジョン

2040年を見据えた課題を踏まえ、2040年に向けて、いわき市はどんな方向性で、どんなまち
を目指すのかそのビジョンを記載

P8
このビジョンが
目指すまちの姿

2040年に向けたビジョンを見据えて、このビジョンでいわき市が目指す10のまちの姿を記載
（検討の視点）
❶相談が近いまち
❷支援が切れないまち
❸子ども・若者が地域で育つまち
❹支える人も支えるまち
❺尊厳ある看取りと、死別後支援があるまち
❻担い手が循環するまち
❼災害時にも福祉が止まらないまち
❽孤立が“見えないまま”放置されないまち
❾居場所が生活圏にあり、参加の選択肢が多いまち
❿身寄りのない高齢者でも、医療・介護・住まいが途切れないまち

11

1/3



本日の協議のポイント

ページ 区分 協議ポイント

P8 基本理念
2040年を見据えた課題やビジョンを踏まえ、誰もが幸せを実感できるウェルビーイングな社会
を目指す。基本的に、現行計画の地域福祉計画の基本理念を継承していく。

P9 基本目標

2040年を見据えた課題やビジョン、地域福祉や地域共生社会の考え方や方向性、これまでの
協議や現行の地域福祉計画などを参考に、１つ目は、包括的な相談体制の強化等を目的とした目
標、２つ目は既存の福祉サービスの充実などを目的とした目標、３つ目は地域共生社会の推進に
向けた目標として設定したもの。

【基本目標１】包括的で切れ目のないセーフティネット機能の充実・強化
すべての人が地域で安心して暮らし続けられるよう、福祉・医療・介護・教育・就労・住まいなど、
多分野にまたがる支援が一体的に提供される包括的な体制の整備と連携強化や、地域全体で権
利擁護の意識を高める取組の推進を目指した目標

【基本目標２】つながりを実感できる地域福祉の充実
誰もが、地域福祉活動に主体的に参加できるよう地域活動を展開する活動主体との連携強化や
つながりを感じられる居場所・拠点の充実、地域の状況やニーズに応じた地域福祉サービス（子ど
も、高齢者、障がい者、健康、医療）の充実を目指した目標

【基本目標３】多様な主体の共創による地域共生社会の推進
日頃からの地域交流やボランティア活動などへの機会づくりを通した顔の見える関係づくり、地
域福祉を担う人材確保・育成に向けた意識醸成、公民連携による孤独・孤立対策の推進を目指し
た目標

12

2/3

※ここまでの内容を本日(7/16)の会議で決定



ページ 区分 協議ポイント

P10-
18

取組みの方向性

・３つの基本目標に応じて、2040年を見据えた課題やビジョン、地域福祉や地域共生社会の考え
方や方向性、これまでの協議や現行の地域福祉計画などを参考に、現時点で設定したもの。
・本ビジョンには、個別の課題や具体的な取組は位置付けないこととこれまでの会議で整理してい
るため、具体的な内容は掲載しない。
・今後、庁内担当部署（関連計画）にも確認するなどして、内容をアップデートしていく。

P19 成果指標

・地域福祉の市民アンケート調査やしあわせ調査で定期的に把握できる内容について、前回会議
でいただいたご提案をもとに３つの基本目標ごとに設定し、今後も定期的なアンケート調査で観
測することが可能な指標。
・ウェルビーイング指標として、前回「幸せ度」「暮らし満足度」を提案したが、前回会議でいただい
たご提案をもとに、より具体的な指標を３つの基本目標ごとに設定。

P20-
21

推進方法

・「主体ごとの役割」、「見直し方法」は前回会議でお示しした内容と変更していない。
・地域福祉や地域共生社会に関連する国の動向や、本ビジョンと連携する分野別の個別計画の見
直し状況、成果指標の達成状況等を踏まえ、柔軟に見直せるものとし、見直す場合は、いわき市地
域共生社会推進会議の協議を踏まえることとしている。

13

本日の協議のポイント
3/3

※ここからの内容は今後も引き続き検討



３ 今後の主なスケジュール（予定）



今後の主なスケジュール(予定)
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